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危険 
 本器は高電圧を発生します! 

○ 操作を誤ると重大な事故の危険があります。 
○ 事故防止のため、必ずこの取扱説明書の 
 「取り扱い上の注意」をお読みください。 
○ この取扱説明書は、作業者がいつでも 
 読めるように本器の近くに備えてください。 



取扱説明書について
ご使用の前に本書をよくお読みの上、正しくお使いください。お読みになったあとは、いつでも見られる
ように必ず保管してください。また製品を移動する際には、必ず本書を添付してください。

本書に乱丁、落丁などの不備がある場合は、お取り替えします。また、本書を紛失または汚損した場合は、
新しい取扱説明書を購入できます。どちらの場合もお買い上げ元または当社営業所にご依頼ください。
その際には、表紙に記載されている「 Part No.」をお知らせください。

本書の内容に関しては万全を期して作成いたしましたが、万一不審な点や誤り、記載漏れなどありました
ら、当社営業所にご連絡ください。

輸出について
特定の役務または貨物の輸出は、外国為替および外国貿易法の政令／省令で規制されており、当社製品も
この規制が適用されます。
政令に非該当の場合でもその旨の書類を税関に提出する必要があり、該当の場合は経済産業省で輸出許可
を取得し、その許可書を税関に提出する必要があります。
当社製品を輸出する場合は、事前にお買い上げ元または当社営業所にご確認ください。

取扱説明書の一部または全部の無断転載、無断複写を禁止します。
製品の仕様ならびに取扱説明書の内容は予告なく変更することがあります。あらかじめご了承ください。

Copyright©1995-2014 菊水電子工業株式会社



検点・守保■
ンコず必、は検点・守保めたるす止防を故事電感・

。いさだくてし業作てい抜をグラプらかトンセ

。いさだくでいなさ外はーバカ、際の検点・守保・

はたま元入購、は合場るあが要必す外をーバカ

。いさだく絡連ごへ所業営社当

な的期定めたるす持維を性全安、能性の品製・

、守保 、検点 、グンニーリク 。すましめ勧おを正校

動移 ■
さだくてし動移らかてし外てべすを類ルブーケ線配・

。い

重（量質るいてれさ載記に欄様仕の書明説扱取・

てし業作で上以人二、は品製るえ越をgk02が）量

。いさだく

起突のどな器熱放、盤子端、子端力出、はに品製・

。いさだくてし動移てし意注でのすまりあが分部

、は所場るあの差段や斜傾・ 全安どなすや増を数人

品製い高の背、たま。いさだくてし動移で法方な

、は てし意注に所場るえ加を力でのいすやし倒転

。いさだくてし動移

、はに際るす渡譲はたま動移を品製・ 明説扱取ず必

。いさだくてし付添を書

へ社当に軽気お、らたしまりあが点な明不ご

。いさだくせわ合い問お  

ご
使
用
前
に
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

ご
使
用
前
に
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

ご
使
用
前
に
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

ご
使
用
前
に
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

ご
使
用
前
に
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

社会式株業工子電水菊 社会式株業工子電水菊 社会式株業工子電水菊 社会式株業工子電水菊 社会式株業工子電水菊

い願おのへ者用使ご

作操 ■
科学の系気電の校高業工（識知的気電、は品製本・

解理を容内の書明説扱取が方るす有を）度程卒

的気電。いさだく用使ごで上たし認確を全安、し

、は合場るす用使が方い無の識知 なつに故事身人

が性能可るが を識知的気電ず必、でのすまりあ

。いさだく用使ごで元の督監の方るす有

、らたし認確を常異はたま障故の品製本・ にかや速

、し止中を用使 絡連ごへ所業営社当はたま元入購

。いさだく

格定ズーュヒ、格定源電力入ず必、はに前用使ご・

かいなが常異に観外のどなルブーケ源電力入びよお

。いさだく認確ご

 認確てい抜をグラプらかトンセンコず必 
。いさだくてし 

。いさだくでいなさ外、はーバカ 

事工置設 ■
、は所場置設・ り守おを境環用使の載記書明説扱取

。いさだく

子端地接・ 置設の上以種3第-準基備設気電、は

さだくてし続接へスーア地大るいてれさ施が事工

。い

、は合場るす給供りよ盤電配を源電力入の品製・

者格資有事工気電 、かう行を事工が 督監の方のそ

。いさだくてしを業作で元の

、はルブーケ線配・ 用使をルブーケ源電力入の属付

。いさだくてし す用使をルブーケの他りよに合都

、は合場る 定規線内の行発会協気電本日人法団社

。いさだくてし択選をルブーケてっ従に





I

2.0X



































2-2

第２章　ご使用の前の注意事項

２．１　開封時の点検

　本器は機械的ならびに電機的に十分な試験、検査を受け正常に動作することが確認された状態で出荷さ
れています。
　本器がお手元に届きしだい輸送中に損傷を受けていないか、また付属品が正しく添付されているか、お
確かめください。
　万一、不具合がありましたらお買い上げもとまたは当社営業所へお問い合わせください。

“高電圧危険”と
“重量”シール

14pin アンフェノール・
プラグ（組立式）

TOS5101 TOS5050/TOS5051

電源コード

高圧テストリード

TL03-TOS
（TOS5101のみ） （TOS5101のみ）

TL01-TOS

または または

プラグ: NEMA5-15
定格: 125V/10A
[85-AA-0003]

プラグ: GB1002
定格: 250V/10A
[85-10-0790]

プラグ: CEE7/7
定格: 250V/10A
[85-AA-0005]

添付される電源コードは、出荷時の公称使用電圧範囲の設定によって異なります。

本製品に添付された電源コードを他の機器の電源コードに使用しないでください。

WEIGH
T○○kg
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第６章　操作方法

６．３．２　SIGNAL I/O からのリモートコントロール

　オプション以外の制御機器等からリモートコントロールする場合にお使いください。接続には付属の
14pin アンフェノールプラグを使用すると便利です。

SIGNAL I/O

ピン番号 信号名 I/O 内容

9 INTERLOCK I インターロック信号入力端子*1

10 RR START I スタート信号入力端子

11 RR STOP I ストップ信号入力端子

12 RR ENABLE I リモートコントロールイネーブル信号入力端子

13 ISOL COM 回路コモン端子

14 ISOL COM 回路コモン端子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*1 第6.3.3節 インターロック機能参照

ローアクティブ制御入力条件*2

・ハイレベル入力電圧 11～15V

・ローレベル入力電圧 0～4V

・ローレベル入力電流 最大 -5mA

・入力時間幅 最小 5ms
　　　　　*2 インターロック信号入力端子を除く

1. 上記入力は内部回路とフォトカプラで絶縁されています。（DC30V/AC30Vrms MAX）但し、信号出力
回路とはコモンが共通です。

2. 入力端子は抵抗により+15V にプルアップされています。入力端子を開放すると、ハイレベルを入力し
たのと等価になります。

　リモートコントロールイネーブル信号（RR ENABLE）をローレベルにすると、 34   REMOTE   が点灯

しスタート信号（RR START）でスタートが可能となり、 2   START  スイッチが無効となります。但し、
ストップ操作はパネルの 3   STOP  スイッチおよびストップ信号（RR STOP）の双方から可能です。また、

このとき PROTECTION 状態（32   PROTECTION  の点灯）となり、高圧出力を遮断したままとなります。

　リモートコントロールイネーブル信号（RR ENABLE）をハイレベルにすると、34   REMOTE    が消灯

し、 2   START  スイッチが有効となり、スタート信号（RR START）が無効となります。同様に、このと

きPROTECTION状態（ 32   PROTECTION  の点灯）となり、高圧出力を遮断したままとなります。

注意 ・ 4  REMOTE と 37  SIGNAL I/O から同時にリモートコントロールしないでください。
同時に使用した場合、34   REMOTE  が消灯し 2   START  スイッチが有効となりま
す。

・リアパネルの 38TEST MODE スイッチの FAIL MODE が ON の場合、FAIL 状態およ
び PROTECTION 状態はリモートからのストップ入力で解除できません。
　パネルの 3  STOP スイッチで解除してください。

1234567

14 13 12 11 10 9 8

SIGNAL I/O
READY
L FAIL
U FAIL
PASS
TEST
H. V ON
N. C

PROTECTION
INTERLOCK
RR START
RR STOP
RR ENABLE
ISOL COM
ISOL COM
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第６章　操作方法

・本器の内部制御回路は、本器または周辺機器が発生するノイズで誤動作を起こさない
ように考慮されています。しかし、SIGNAL I/O の各端子を裸（シールドしない状
態）で引き回すことはアンテナを張ることとなり、接続する機器の誤動作の原因とな
ります。
　従って、14pin アンフェノールプラグ、ケーブル、外部回路は、それぞれシールド効
果のある金属製の14pin アンフェノールプラグ、シールドケーブル、シールドした筐
体内に作成した外部回路をご使用ください。また、それぞれと本器の筐体とを接続し
てください。（ISOL COMはシールド、または大地と接続しないでください。）
　これによって SIGNAL I/O に関連した回路と外部環境とが遮断され、ノイズによる誤
動作により強くなります。

・高圧テストリード、被試験物等と信号線は分離し 500mm 以上は離してください。ま
た、試験電圧を信号線に短絡させないでください。短絡した場合内部回路全体が破壊
する場合があります。

参考 

　本器の高圧出力端子間が短絡されると、そのときに発生するノイズの影響で周辺の電子機器等が誤動作
する場合があります。そのような場合にはノイズの影響を減少させるため、本器からの高電圧側ケーブル
の先端と被試験物の間および低電圧側ケーブルの先端と被試験物の間（なるべく被試験物に近い位置）に
470Ω程度の抵抗を接続してください。接続する抵抗の電力定格、電圧定格にご注意ください。上限基準値
が 10mA 以下では 470Ω(3W、インパルス耐圧30kV) 程度の抵抗を接続してください。
　尚、この抵抗を接続した場合、被試験物に実際に印加される電圧は抵抗による電圧降下が発生するため
本器の出力端子電圧よりも若干低い電圧（10mA の電流が流れた場合約 10V）になります。
　しかし、ノイズの影響を減少させるためにはたいへん効果があります。

論理素子などから制御する時

論理素子などから制御する時（ローアクティブ制
御）には次の様な接続をしてください。

注意 ・それぞれの ic は5mA 以上引けるよ
うに考慮してください。

メーク接点で制御する時

リレー／スイッチなどのメーク接点で制御する時
には次の様な接続をしてください。

この回路の接点を論理素子 Tr、FET、フォトカプ
ラ等に置き換えることもできます。

1234567

13 12 11 10 9 8

STARTSTOPENABLE

14

STARTSTOPENABLE

1234567

14 13 12 11 10 9 8

icic
ic
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第６章　操作方法

1234567

14 13 12 11 10 9 8

SIGNAL I/O

ドア開閉スイッチ等

INTERLOCK

ドア開閉
スイッチ等

TOS5101内部回路

−

47 k

10 k

1 k

9+

13,14

６．３．３　インターロック機能

　本器は作業者の安全を確保するための一つの手段として、外部装置と連動させて出力を遮断するインター
ロック機能が装備されています。
　この機能が働くと PROTECTION 状態（ 32  PROTECTION  が点灯）となり、出力は遮断され、かつ試

験ができない状態が保持されます。従って、この状態で 2 START スイッチまたはリモートコントロール
からのスタート信号を入力しても本器は試験を実行しません。また、インターロック信号を入力している
間は、 3  STOP スイッチまたはリモートコントロールからのストップ信号でも解除できません。
　この機能を利用すると試験電圧を出力するのに外部から制限をかけられます。従って、作業者は安全に
作業を行うことができます。
　インターロック機能の使い方について次に説明します。
　リアパネルの 37SIGNAL I/O の 9 番ピンがインターロックの信号の入力端子となっています。
　この端子をオープンにするとインターロック機能が働き、逆に13番または14番ピン（ISOL COM）のい
ずれかに接続するとインターロック信号は解除となります。
　インターロック機能が働いて PROTECTION 状態になった場合は、インターロック信号を解除し、かつ
3 STOP スイッチまたはリモートコントロールのストップを入力して解除してください。

参考回路

　　ドアが開くと接点が開き、インターロック信号が入力されます。

・インターロック回路の開放電圧は、約1Vです。

・ドア開閉スイッチには、接触抵抗の低いリレーやマイクロスイッチを使用してください。

・スイッチの定格: DC30V, 0.1A

注意 

　着荷開封時の状態において本器の電源を投入するとインターロック機能が働き、このままでは動
作確認ができません。
　そのため、あらかじめ 9 番ピンと14番ピンが接続された 14pin アンフェノールプラグが付属品と
して用意されています。
　但し、これはインターロックの仮処置として一時的に使用し、実際に試験を行う場合は必ず適切
なインターロック処置を施した後、本器を動作させてください。
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第６章　操作方法

６．４　信号出力について

　SIGNAL I/O と STATUS SIGNAL OUTPUT の信号について説明します。

６．４．１　SIGNAL I/O

　本器は、SIGNAL I/O から次の信号を出力します。

SIGNAL I/O 信号出力

ピン番号 信号名 I/O 信号を出力する条件

2 H.V ON O 出力端子間に高電圧が印加されている期間中

3 TEST O 試験中

4 PASS O PASS と判定された時、約 0.2s 間出力
PASS HOLDの時は連続出力

5 U FAIL O 上限基準値よりも大きな電流値を検出し、FAIL と
判定された時に連続出力

6 L FAIL O 下限基準値よりも小さな電流値を検出し、FAIL と
判定された時に連続出力

7 READY O 待機状態中

8 PROTECTION O PROTECTION機能動作時

13 ISOL COM 回路コモン端子

14 ISOL COM 回路コモン端子

SIGNAL I/O

出力方式 オープンコレクタ出力

出力耐圧 DC30V

出力飽和電圧 約1.1V (25℃)

最大出力電流 400mA (TOTAL)

絶縁方式 フォトカプラ (DC30V/AC30Vrms MAX)

コネクタピン配置

1234567

14 13 12 11 10 9 8

SIGNAL I/O
READY
L FAIL
U FAIL
PASS
TEST
H. V ON
N. C

PROTECTION
INTERLOCK
RR START
RR STOP
RR ENABLE
ISOL COM
ISOL COM
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第６章　操作方法

内部構成

1 NC

2 H. V ON

3 TEST

4 PASS

5 U FAIL

6 L FAIL

7 READY

8 PROTECTION

9 INTERLOCK

10 RR START

11 RR STOP

12 RR ENABLE

13 ISOL COM

14 ISOL COM

出
力
信
号
制
御
部

フ
ォ
ト
カ
プ
ラ

入
力
信
号
制
御
部

フ
ォ
ト
カ
プ
ラ
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第９章　仕様

リモートコントロール機能 スタート／ストップの操作をつぎの場合にリモートコントロールできま
す。

REMOTE ・オプションのリモートコントロール
（フロントパネル 5P DIN ボックス RC01-TOS、RC02-TOS を
　コネクタ） 使用の時

・オプションの高圧テストプローブ
HP01A-TOS、HP02A-TOS を使用の時
（但し、試験電圧が AC4kVrmsまたは
DC5kV以下の場合に限る。）

SIGNAL I/O ・リレー／スイッチなどのメーク接点
（リアパネル 14P で制御する時
　アンフェノールコネクタ）

・論理素子などによる制御の時（ローア
クティブ制御）

ローアクティブ制御入力条件（注8）

・ハイレベル入力電圧　　　　11 ～ 15V

・ローレベル入力電圧　　　　　0 ～ 4V

・ローレベル入力電流　　　　最大-5mA

・入力時間幅　　　　　　　　最小5ms

インターロック機構 SIGNAL I/O（リアパネル 14P アンフェノールコネクタ）の中のイン
ターロック信号がオープンになると PROTECTION 状態（試験が実行で
きない状態）になります。

（注8）SIGNAL I/O INPUT
上記入力は内部回路とは絶縁されています。（DC30V/AC30Vrms MAX） 但し、信号出力回路とは
コモンが共通です。
入力端子は抵抗により＋15V にプルアップされています。入力端子を開放すると、ハイレベルを入
力したのと等価になります。
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第９章　仕様

形名 ＴＯＳ５１０１

環境 使用温度・湿度範囲 5 ～ 35℃，20 ～ 80% r.h

動作温度・湿度範囲 0 ～ 40℃，20 ～ 80% r.h

保存温度・湿度範囲 －20 ～ 70℃，80% r.h 以下

安全性（注7、注8） 　以下の指令および規格の要求事項に適合
低電圧指令 2006/95/EC
 EN 61010-1
    Pollution degree 2
 UL1244
（電源電圧が120VのUL認定品のみUL1244規格を満足しています。）

電磁適合性（注7） 　以下の指令および規格の要求事項に適合
EMC指令 2004/108/EC
 EN 61326-1
 EN 61000-3-2
 EN 61000-3-3

　適合条件

1. 付属の高圧テストリードを使用
2. 試験器の外部で放電がない状態

3. SIGNAL I/Oを使用する場合は、3m未満のシールドケーブルを使用

電源 許容電圧範囲 100V±10%, 50/60Hz
（工場オプションにより、公称電圧 110V、120V、220V、230V、240Vに対応可能）

消費電力
無負荷時 (READY)

電源 100V 時 30VA 以下 30 VA 以下
電源 110V 時 40VA 以下 40 VA 以下
電源 120V 時 40VA 以下 40 VA 以下
電源 220V 時 50VA 以下 50 VA 以下
電源 230V 時 50VA 以下 50 VA 以下
電源 240V 時 50VA 以下 50 VA 以下

定格負荷時
電源 100V 時 約 600VA 約 610 VA
電源 110V 時 約 600VA 約 600 VA
電源 120V 時 約 600VA 約 630 VA
電源 220V 時 約 610VA 約 620 VA
電源 230V 時 約 610VA 約 640 VA
電源 240V 時 約 610VA 約 640 VA

（注7）パネルにCEマーキングの表示のあるモデルに対してのみ
特注品、改造品には適用されません。

（注8）本製品はClass I機器です。本製品の保護導体端子を必ず接地してください。
正しく接地されていない場合、安全性は保証されません
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第９章　仕様

形名 ＴＯＳ５１０１ ＴＯＳ５０５１

絶縁抵抗 DC 500V/30M Ω以上

耐電圧 AC1390V 2秒間 [AC LINE─シャシ間]

AC1200V 1秒間（UL認定品のみ）

寸法 430W×177H×370D mm 320W×132H×300D mm

　（最大部） (430W×195H×450D mm) (320W×150H×365D mm)

質量 （注10） 21kg 16kg

（注10）工場オプションにより電源変更した場合、100V 系で約 2kg、200V 系で約 3kg増加します。

共通項目

リモートコントロール機能 スタート／ストップの操作をつぎの場合にリモートコントロールできま
す。

REMOTE ・オプションのリモートコントロール
（フロントパネル 5P DIN ボックス RC01-TOS、RC02-TOS を
　コネクタ） 使用の時

・オプションの高圧テストプローブ
HP01A-TOS、HP02A-TOS を使用の時
（但し、試験電圧が AC4kVrmsまたは
DC5kV以下の場合に限る。）

SIGNAL I/O ・リレー／スイッチなどのメーク接点
（リアパネル 14P で制御する時
　アンフェノールコネクタ）

・論理素子などによる制御の時（ローア
クティブ制御）

ローアクティブ制御入力条件（注11）

・ハイレベル入力電圧　　　　11 ～ 15V

・ローレベル入力電圧　　　　　0 ～ 4V

・ローレベル入力電流 　　最大-5mA

・入力時間幅　　　　　　   　最小5ms

インターロック機構 SIGNAL I/O（リアパネル 14P アンフェノールコネクタ）の中のイン
ターロック信号がオープンになると PROTECTION 状態（試験が実行で
きない状態）になります。

（注11）上記入力は内部回路とは絶縁されています。（DC30V/AC30Vrms MAX） 但し、信号出力回路と
はコモンが共通です。
入力端子は抵抗により＋15V にプルアップされています。入力端子を開放すると、ハイレベルを
入力したのと等価になります。

























Printed in Japan

保証
この製品は、菊水電子工業株式会社の厳密な試験・検査をへて、その性能は
仕様を満足していることが確認され、お届けされております。
当社製品は、お買上げ日より2年間に発生した故障については、無償で修理
いたします。但し、次の場合には有償で修理させて頂きます。
・ 取扱説明書に対して誤ったご使用およびご使用上の不注意による故障および損傷。
・ 不適当な改造・調整・修理による故障および損傷。
・ 天災・火災・その他外部要因による故障および損傷。
海外での故障発生時は当社営業所までご相談ください。

廃棄について
使用済み製品は、各自治体の指示に従って、産業廃棄物として廃棄してくだ
さい。

修理について
修理は、使用年数にかかわらず可能な限り対応します。補修用性能部品（製
品の機能を維持するために必要な部品）が入手困難な場合には、修理できな
いことがあります。詳細については、購入先または当社営業所にお問い合わ
せください。

環境活動
当社は1995年12月にISO9001を取得して、品質方針において「環境への配
慮」をうたい活動してきました。そしてより積極的な環境活動に取り組むべ
く、2000年12月にISO14001の認証を取得して、取り組みの基本体制を構
築しました。その枠組みを製品まで広げるために、2005年には
ISO14001：2004への移行を完了して、現在に至っています。

菊水電子工業株式会社
本社・技術センター

http://www.kikusui.co.jp

〒224-0023　横浜市都筑区東山田1-1-3
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